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　甲状腺機能検査に使用する測定キットは多種類のも

のが開発されるようになり、測定手法の簡便性、精度

の急速lt進歩がみられるように左った。

Antibody　Coated　tubeを用いるSolid－Phase　RIAは

B・F分離に特別な試薬が不要で他法に比し最も迅速で

あり、非平衡法で測定感度を上げることが容易である、

自働化に適しているftどルーチンとして他法に左い利

点を多く有していると考えられる。これらの点から

Ga㎜aCoat（Travenol　Pacific）T4・T3　Uptakeioよび

T3キットの基礎的検討を行ったので報告する。

〔方法〕T4は被検血清10μ1を使用しインキュベーシ

ョンは室温45分，T3Uptakeは各々25μ1．室温60

分bよびT3は100　Pt　1．37℃60分で行ったoまた

PipettingはMicromedic　Automatie　Pipetting　Sta－

tiOnを使用し、データ処理は市原、宮井らの方法に

準じPersonal　computerを使用して行った。

〔結果〕（1）Intra－assayおよびInter－assay　Variati－

on（C、V％）｝まT4　5．6，3．0、　T3Uptake　3。2，4．5、　T3

6．9，8．6％であった。（2）他法との相関（r）はT4では

Tetrasorbと097、　T4　RIA（PEG）とは098、　T　3

UptakeとTrio－Sorb　O92、　T3とT3RIA　Kit皿094

でありそれぞれよく一致したo（3）溶血の影響について

は中等度の溶血では3法共有意の差ではltかったo

（4）脂質の影響について現在少数例であるがFFA高値

で本法によるT4値とCPBAで解離する症例が見られ、

tn　Vitroの脂肪酸添加でCPBAがより影響を受けや

すい傾向があった。（5）Euthyroid，　HyPer一およびHyPo

－ thyroidismのT4値は7．4±1．2（n＝34），18．　3±

7．　0（n＝30）、3．3±1．5（n＝8）μ9／dlでありT3

Uptake値は39．2士2．4（n＝32）、46・3士6・7（n＝

26）および36．5±2．5（n＝8）であったo

〔結語〕GammaCoat　T4，T3　UptakeおよびT3　Ki　t

は操作手技が簡単であり自働分注器の使用により多量

の測定が可能である。従来の方法ともよく一致する結

果が得られ臨床的に有用刀測定法であると考えられる⊂
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　甲状腺疾患を始めとする種々の痴患々者における甲

状腺機能を知るうえで，血中サイロキシ（T4）および

トリヨードサイロニン（T3），測定は不可欠である。

これらホルモンの齪にはradioimmunoassayや
competitive　protein　binding　assayが用
いられている。この際のB，F分離には種々な方法が

使われているが，今回我々は，Mallinckrodt社に

て製作されたSPAC　T4　RIAおよびSPAC　T3　Up－

take　Kitによる，B，F分離に反応試験管内壁を用

いる固相法によるT3，T4の測定を検討したので報告す

る。SPAC　T4　RIA　Kitは，0・075モルバルビタ

ー
ルバ・フアー中に1251－T4とANSを含む1251－T4

試薬，T4free血清中に0，2，5，10、20および40
ug／dlのサイロキシンを含むT4標準血清，および免

抗T4抗体を結合させたプラスチ・ク製試験管から成蚕

25ulの標準血清，または被検血清を抗体結合試験管

にとり，1．Omlの1251－T4試薬を加え，ゆるやかに

撹拝した後，3ア0の恒温漕に1時間浸した。デカンテ

ー
シ・ン後，試験管の放射能量を計測した。標準血清

被検血清およびコレトロール血清の放射能量のOg／d

lの標準血清の放射能量に対する割合を求め，標準血

清の値から作製した標準曲線を用い，被検血清の値か

らT4の濃度を求めた。

　一方SPAC　T3　UPtake　Kitは，1251－T3溶液，

標準血清および抗T3抗体を結合させたブラスチ。ク製

試験管より成る。25。1の標準血清または被検血清を

試験管にとり，1．Om1の1251－T3溶液を加え，ゆる

やかに撹i絆した後，室温で30～60分静置した。　デ

カンテーシ・ン後，試験管の放射能量を計測した。被

検血清の放射能量を標準血清の放射能量で割った値に

補正係数を乗じて，T3－Uptake　Indexを求めた。

甲状腺機能が　進している程，このIndexは高く，機

能が低い程，Fudoxは低くくなる。

　これら2つのKitを用いて，その再現性，回収率，

希釈試験等の検討を行い，また甲状　疾患者およびそ

の他の各種疾患者計300例においてレゾマ。トT－4

キットによるT4値，T－3リアキット1によるT3
値等との相関を求め，満足すべき結果を得た。本法は

少量の血清で測定可能であり，インキュベーション時

間が短く，更にBF分離に遠心を必要とせず，操作が

簡便で，結果が比較的短時間で得られる点で優れた方

法と考えられる。
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